
フ ィル ムマ ル チ
・
を利 用 した 太 陽熱 拍 喜 と移 植 栽 培 に よ る 白豪 根 こぷ 病 の 防 険 法

( 岩手 県 立 長 共 試 験 場  環 境 都 )

背 景 とね らい

ア プ ラナ科 作 物 根 こぶ 病 は 県 下 に広 く発 生 し、大 き な被 害 を与 え て い る。 六 病 l t 索剤 の施 用 の

み に よ って発 病 を 抑 制 す る こ と ! よ難 か し く、一 度 目 場 が 汚 染 され る とア プ ラナ 科 作 物 が 栽 培 され

な くて も数 年 間 は 生 存 す るた め 、 防 除 は な め て 困 難 で あ る。 また 、年 々発 生 地 数 が 拡 大 して きて

お り、 その被 害 程 度 も高 ま っ て い る。

この こ とか ら、 そ の 防 除 法 につ い て昭 和 5 7 年 か ら検 討 して きた が 、 プ ラ ステ ィ ッ ク フ ィル ム

マ ル チ を利 用 した 太 陽 熱 消 毒 と移 植 栽 培 の担 合 せ に よ って 実 用 的 な防 除 効 果 を あ げ られ る こ とが

明 らか に な った 。 通 応 地 帯 や 作 付 体 系 等 の面 で 問 題 点 は残 され て い るが 、現 在 も っ と も高 い効 果

が期 待 で き る の で 参 考 に供 す る。

技 待 の内 容

1 )  技 待 の 適 用

この技 術 は 2 ～ 3 年 以 内 に根 こぶ 病 が 多 発 した 前 歴 の あ る菌 場 に 白豪 を作 付 す る必 要 の あ る

場 合 に用 い る。 ま た 現 段 階 で は秋 ど り白棄 の移 植 栽 培 だ け に適 用 す る。

2 )  太 陽 熱 消 書 開 始 時 期 お よび 処 理 期 間

7 月 上 旬 か ら フ ィル ムマ ル チ を開始 し、 7 、 8 月 の高 温 、多 照 期 間 を利 用 して太 陽熱 消 喜 を

行 う。 消 書 効 果 を上 げ るた め に は 、マ ル チ下 5 o 的の 地 温 が 4 0 ° C を 越 る時 間 が 2 0 0 時 間 以

上 必 要 で あ る。 教 寝 期 間 成 長 い ほ ど効 某 が 高 い。 ( 表 1 )

3 )  石 灰 整 素 、 と 日この施 用

石 灰 登 素 は熱 お 善 の 効 果 を助 長 す る の で 1 0 0 ～ 1  5  0 k g / 1 o a 施用 す る . 施 用 量 は 多 い方

力: = 効果 が 高 い 。 去 E E 登素 は 通 常 の 2 分 の 1 程 度 に城 日E で き る。 ( 衰 2 )

4)移  植

移 植 は由 の 密 度 は 低 減 させ な い が 、教 害 は大 幅 に軽 減 され る . ベ ーパ ー ポ ッ トを使 用 し、 そ

の大 き さ は 径 5 c n * 高 5 c コ 程 度以 上 の もの とす る。

5)枚  覆

透 明 な プ ラ ステ ィ ク フ ィル ム を使 用 し、移 植 時 に

残 注 を きれ い に 除 去 す れ ば前 作 で使 用 した フ ィル ム

ル チ ング の前 に 石 灰 室 素 を施 用 す る。

S )  適 応 地 帝

地 こ の実 調 値 と A M e D A S 観 潤 デ ー タか ら各 観 測 点 の マ ル チ下 4 0 ° C を 趣 え るに 時 間 を

推 定 し、 そ の推 定 時 間 が 7 月 1 日 か ら 8 月 3 1 日 ま で に 2 0 0 時 間 を越 え る ( 8 年 中 6 年 以 上

) 地 点 をお 応 地 点 、 2 2 0 時 間 を越 え る地 点 を安 全 地 点 と して適 応 地 帯 を推 察 した ( 図 1 ) 。

7 ) 冷 夏 対 策 お よ び な 算 時 間 の 推 定 方 法

冷夏等で温度が確保されない時は菜剤を植穴処理する必要がある ( ダコンイ) レで一穴 5 ～ 1
0 = 程 度 ) . 具 体 的 に は 移 植 日まで にマ ル チ下 4 0 ° C 以 上 の 時 間 が 1 5 0 時 間 確 保 され な い

時 とす る . 1 日 の マ ル チ下 4 0 ° C 以 上 の 時 間 ( ■ ) は 、 Y = - 3 . 2 + 0 . 3 3 X , ( 最 高

気 温 ) + 0 . 5 3 X 2 ( 日 照 時 間 ) ( r 2 = 0 . 7 9 ) で 推 定 され る の で 、 この 値 を積 算 じ校

保 した 廷 時 間 を 求 め 、 判 断 す る。 日照 時 間 が 不 明 な場 合 は Y = - 1 2 . 9 + 0 。 6 5 X ( 最 高

気 温 ) ( r = o , 7 6 ) か ら簡 便 的 に求 め 、 これ を強 算 して報 断 す る .

＼

1 5 ～ 2 0 o コの大 きめ の穴 をあけ植付 る。

もそのまま使用 で きる。 ごの際 は前作 のマ
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, 旨導 上 の留 驚 点

) 根 こぷ 病 防 除 で は 菌 の 密 度 を高 め な い こ とが 童 賛

て 、 で き るだ け残 澄 を残 さ ない よ う団 場 街 生 に は十

分 気 を配 る必 要 が あ る。 極 端 な高 汚 染 土 で は どの よ

うな方 法 を とっ て も高 い効 果 は上 らな い。

) マ ル チ下 だ け の や 善 で 、 それ 以 外 の 所 に t 士効 果 が

な い。 菌 密 度 は 低 下 す るが 病 原 菌 は まだ 存 在 す る の

で 、次 作以 降 も防 除 は必 要 で あ る。

3 ) 水 分 が 高 め ( 最 大 容 水 量 の 6 0 % ) の 方 が 消 毒 効

果 が高 い の で 、高 あが りをね ら って マ ル チ と張 る .

4 ) 移 植 首 か らの画 の持 込 の例 が 非 常 に 多 い 。 育 苗 用

上 の選 択 、未 発 生 地 へ の拡 大 に は特 にと ま す る .

5 ) 高 温 で右 機 物 の分 解 が 激 しい の で 地 力 維 持 の た め

堆 肥 等 の有 機 物 を施 す 。

6 ) 白 豪 で は根 こぶ 病 抵 抗 性 品種 が 開 発 され 市 販 され

て い る。 これ を利 用 す る事 も極 め て有 効 だ が 、 菌 の

レー ス に よ って は感 染 す る場 合 も考 え られ る 。
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田工 太 閣捻稲この適地行 く地点)
5  試 験 威 萩 の概 要

表 1  プ ラ ステ ィ ッ ク フ ィル ムを利 用 した 太 陽 熱 消 毒 の 防 除 効 果 ( 岩手 農 拭 )
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